










































授業をする上で困 日本語能力 7 4：困っている（100%）→3→2
ー四一ーーー一回一一ーーーー一一ー一ーー｝叩
っていること 教授能力と教授技術 8 → l：困っていない（0%)
自ーー一 一ーーーー一 ーーーー一一一目ー一
日本に関する知識 5 
授業以外の仕事を 教材の準備・選定 5 
回一ーーー｝町一ーーーー一一一ー一ーー｝一一 一ー－
する上で困ってい シラノてス・カリキュラム 7 
ーーー町一一一ー一四 一ー 一 ー ｝ ｝山町一ーー
ること 同僚または後輩教師の育成 3 
研修参加目標 日本語能力 8 4：目標にする（100%）→3→2
一 一一一一ー一 一一ーーー一 一ーー一ー一一































i義州 iNZ ｜インドネシア タイ 韓盟 米国 インドネシア うzイ 中題 韓国 i口シア
標本数1s6 I 23 I 25 64 210 35 28 18 106 26 
［表3] 地域別データ分類と標本数（4)
東南アジア 西欧 ！日東欧 口シア璽 大洋州｜ 北米 i中溝米
中等教膏機関 11 12 79 45 































タイ 中富 韓愚 口シア
ネシア ネシア
日本語能力 2.64 2.42 2.73 3.05 2.37 2.80 2.40 2.71 2.13 1.88 2.71 
教授能力と教授技術 2.14 2.02 2.45 2.60 2.24 2.30 2.30 2.35 2.03 1.95 2.19 
日本に関する知識 2.32 2.17 3.14 3.03 2.54 2.02 2.41 2.44 2.52 2.14 2.42 
教材の準備・選定 2.28 2.14 2.83 2.81 2.51 2.36 2.42 2.41 2.59 2.20 2.48 
シラパス・カリキュラム 1.58 1.24 2.46 2.77 2.24 1.84 2.67 1.94 2.11 1.68 1.96 










日本語能力 2.58 2.78 2.13 2.26 2.47 2.55 2.35 2.22 2.05 2.38 
教捜能力と教捜技術 2.11 2.29 2.06 1.83 2.29 1.90 2.35 2.35 2.08 2.14 
自本iこ関する知識 2.28 2.02 1.86 2.27 2.45 2.03 2.46 1.85 1.87 2.38 
教材の準備選定 2.24 2.38 2.49 2.37 2.52 2.11 2.33 2.41 2.07 2.51 
シラパス e カリキュラム 1.48 1.83 1.49 2.19 2.30 1.67 1.95 1.50 1.49 2.01 









































































































































タイ 韓国 米国 インド j i口シア
不シア ネシア
日本語能力 3.73 3.53 3.71 3.66 3.39 3.77 3.53 3.49 3.28 2.93 3.53 
教授能力と教捜按街 3.26 3.36 3.41 3.55 3.39 3.56 3.49 3.41 3.43 3.16 3.34 




3.67 3.76 3.59 3.54 3.48 3.70 3.74 3.49 3.25 3.50 
教揮能力と数授技術 3.29 3.51 3.36 3.53 3.50 3.17 3.61 3.33 3.21 3.41 




























































ロシア圏 I 日（2.38）／事（2.38）→教c2.14) I 日（3.50）→教（3.41）→事（2.99)
！日東欧 ｜ 教（2.08）→日（2.05）→事Cl.87) I 日（3.25）→教（3.21）→事（2.80)





























































































場面に応じた会話をする力 。。 。。。 。










る知識 日本人の考え方についての説明 。。。。 。。。
教材の準構 日本語の教材についての情報不足 。
－選定 音声教材を作ること 。。。。。。 。 。。
決められたシラパスがない 。 。
飽担言当教語師の以シ
一ー－ ーー－ ーーー ト司ーー
シラパス・ ラパスを一部使っている 。
ーーー ｛ーー ド・ー． ，． 
カリキュ 外の入がカリキュラムを作る 。
一ー一ーーー四一一 一戸時一ーーーーーー一一一 』一一 ーーー 同一一
ラム 担当教師がカリキュラムを組まなけれ 。。 。。。 。
ばならない
伺積・後輩 日本語が母語の教師がいないこと 。。。。。。。。。。















































































































































①開き取る力 ②話をする力 ③場面に応じた会話をする力 ④読む力 ⑤まとまった
文章を書く力 ⑥漢字を読んだり書いたりする力 ⑦文法の正確さ
＜教授能力と教授技術について＞
①教科書の使い方 ②副教材の使い方 ③学習者が興味をもっ授業のやり方 ④聞き取





















①開き取る力を上げること ②話す力を伸ばすこと ③読む力を上げること ④作文力


































豪州 iNZ iインド｜タィ｜韓国｜米国｜インド iタイ｜中国 j韓国 iロシア
ネシァi I I iネシア
平鈎 I4.7 I 3.5 I 7.8 I 1.3 I 10.0 I 2.5 I 7.2 I 5.4 I 9.4 I 9.8 I 7.0 
中等教育機関 I 高等教育機関
大洋州Iヰ凶西欧｜口グ｜戸｜大洋1畑中南米｜西歌i旧東欧！日とア
間 iアンアi I I I I 閤










内｜叫叫万｜幻 11001100 I so 1 73 
日｜吋叫 sol脳 Is I 1州日Iso I 88 
751刈叫川河182 I 1州100167 
ω｜吋児｜叫利回I931刈 56
751 幻I891川河 182 I 801判 131 
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